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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 29,474 ― 2,789 ― 2,675 ― 1,420 ―

20年3月期第1四半期 38,257 38.4 6,025 24.2 5,834 26.1 3,447 32.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 10.46 ―

20年3月期第1四半期 25.38 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 124,312 58,472 47.0 430.57
20年3月期 124,650 57,257 45.9 421.61

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  58,472百万円 20年3月期  57,257百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 10.00 10.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― 10.00 10.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 57,000 ― 6,700 ― 6,500 ― 3,850 ― 28.35
通期 116,000 △21.3 13,000 △24.8 12,500 △27.5 7,100 △28.6 52.28

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ【定性的情報・
財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  135,855,217株 20年3月期  135,855,217株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  51,737株 20年3月期  50,794株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  135,804,033株 20年3月期第1四半期  135,807,696株
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【定性的情報・財務諸表等】 
 
１．連結経営成績に関する定性的情報 
   当第１四半期におけるわが国経済は、サブプライムローン問題を背景とした米国の景気後退懸念

や株式・為替相場の変動と原油価格の高騰、諸資材価格の上昇等により、景気の先行きに対する不

安感から消費者マインドが悪化し、企業業績も下振れが懸念されるなどの景気の減速感が強まる状

況で推移しました。 
   このような情勢のなか、当社の主力製品である亜鉛・鉛の需給にやや余剰感が出たことから、価

格が大幅な下落に見舞われたうえ、円高ならびにエネルギー価格の上昇の影響もあるなどの逆風下

にありました。 
   以上の結果、当第 1 四半期の連結売上高は、294 億 74 百万円（前年同期比 23％減）となり、営

業利益は 27 億 89 百万円（同 54％減）、経常利益は 26 億 75 百万円（同 54％減）、四半期純利益は

14 億 20 百万円（同 59％減）となりました。 
 
  事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 製錬事業部門 
副産品である銀、硫酸は増収となりましたが、主力の亜鉛価格の大幅な下落などにより売上高

は 221 億 89 百万円（前年同期比 26％減）、営業利益は 17 億 71 百万円（同 63％減）となりま

した。 
② 電子部材事業部門 

電解鉄は特殊鋼向けに引き続き好調でしたが、電子部品は価格競争と原材料価格の高騰が響き

売上高は 25 億 37 百万円（同９％減）、営業利益は 2 億 32 百万円（同２％増）となりました。 
③ 環境・リサイクル事業部門 

電炉ダストを原料とする酸化亜鉛の価格下落により売上高は 25 億 7 百万円（同 28％減）、営

業利益は 4 億 29 百万円（同 40％減）となりました。 
④ その他事業部門 

防音建材部門は微減となりましたが、運輸部門の産業廃棄物の回収拡大により売上高は 22 億

39 百万円（同３％増）、営業利益は 4 億 29 百万円（同２％増）となりました。 
 
２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期末の総資産は、1,243 億 12 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 3 億 38 百万円

の減少となりました。これは、四半期純利益 14 億 20 百万円により利益剰余金が増加したものの、

配当金の支払い及び長期借入金の返済を実施したことによるものであります。 
（キャッシュ・フローの状況） 
  当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結

会計年度末に比べ 79 百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末は 142 億 53 百万円となりまし

た。 
  営業活動の結果得られた資金は 34 億 18 百万円となりました。その主なものは、税金等調整前

四半期純利益 25 億 74 百万円及び仕入債務の増加による 21 億 7 百万円の資金の増加と、たな卸

資産の増加による 25 億 60 百万円及び法人税等の支払いによる 10 億 97 百万円の資金の減少に

よるものであります。 
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  投資活動による資金の支出は 13 億 13 百万円となりました。その主なものは、有形固定資産の

取得による 12 億 32 百万円の支出によるものであります。 
  財務活動による資金の支出は、21 億 86 百万円となりました。その主なものは、長期借入金の

返済による 8 億 28 百万円及び配当金の支払いによる 13 億 58 百万円の支出によるものでありま

す。 
 
３．連結業績予想に関する定性的情報 
   当社グループを取巻く情勢は、金属価格の下落、燃料価格等の諸資材の高騰及び景気の後退も予

想され、予断を許さない厳しい経営環境が続くものと思われます。このため、当初の収益計画を達

成すべく、生産性・効率性のさらなる向上を図るなど諸施策を強化展開しております。 
   なお、平成 21 年 3 月期の業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間及び通期ともに前

回決算発表（平成 20 年 5 月 14 日）の見直しは行っておりません。    
 
４．その他 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
    該当事項はありません。 
 
（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
  ① 簡便な会計処理 
     該当事項はありません。 
  ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
     連結子会社の税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税、住民税及び事業

税に含めて表示しております。 
 
（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
  ① 会計基準等の改正に伴う変更 

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号 平成 19
年 3 月 14 日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第 14 号 平成 19 年 3 月 14 日）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
２．重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

たな卸資産の評価基準 

通常の販売目的で保有するたな卸資産の評価基準については、従来、原価法によっておりま

したが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準

第９号 平成 18 年７月５日）が適用されたことに伴い、原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 
これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ 664百万円減

少しております。 
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② ①以外の変更 
重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

    たな卸資産の評価方法 
当社は電子部材系たな卸資産以外のたな卸資産（貯蔵品を除く。）の評価方法については、

従来後入先出法による原価法を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より先入先

出法による原価法に変更しております。 
変更理由は以下のとおりであります。 
１）「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第 9 号 平成 18 年７月５日）が適

用されたこと、及び近年の原材料等の価格の大幅な変動を受け、たな卸資産の貸借対照表

価額と時価の乖離が顕著になったことから、乖離を減らし財政状態をより適正に表示する

ため。 
２）会計基準の国際的なコンバージェンスの取組みが加速している中で、平成 20 年 3 月 31
日に企業会計基準委員会より「棚卸資産の評価に関する会計基準（案）」（企業会計基準第

25 号）が公表され、後入先出法が廃止される見込となったため。 
この結果、従来の方法によった場合と比較して、営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益はそれぞれ 156 百万円増加しております。 
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（２）四半期連結損益計算書
（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 29,474 
売上原価 25,133 

売上総利益 4,340 

販売費及び一般管理費 1,551 

営業利益 2,789 

営業外収益

受取利息 120 
受取配当金 68 
為替差益 153 
その他 47 

営業外収益合計 391 

営業外費用

支払利息 144 
持分法による投資損失 286 
その他 73 

営業外費用合計 504 

経常利益 2,675 

特別利益

固定資産売却益 1 
貸倒引当金戻入額 19 
その他 0 

特別利益合計 20 

特別損失

固定資産除却損 122 

特別損失合計 122 

税金等調整前四半期純利益 2,574 

法人税、住民税及び事業税 1,412 
法人税等調整額 △258 

法人税等合計 1,154 

四半期純利益 1,420 

3/4 ページプロネクサス PRONEXUS WORKS

2008/08/04https://works1.pronexus.co.jp/WebApp/Pages/XBRL/Output/ViewOutputReport....
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　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　平成19年3月14日）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号　平成19年3月14日）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。                     

（４） 継続企業の前提に関する注記

　　　　該当事項はありません。

（５） セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

       当第１四半期連結累計期間 (自 平成20年4月1日   至 平成20年6月30日)

製錬事業
電子部材事

業
環境・ﾘｻｲｸﾙ

事業
その他事業 計

消去又は全
社

連結

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

　売上高

  (1) 外部顧客に対する売上高 22,189 2,537 2,507 2,239 29,474 －             29,474

  (2) セグメント間の内部売上高

       又は振替高

計 22,341 2,540 2,549 3,821 31,252 ( 1,778) 29,474

  営業利益 1,771 232 429 429 2,863 ( 73) 2,789

(注) １．事業区分の方法

　　　　　製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産に照らし区分しております。

      ２．各事業の主要な製品

事業区分

 製錬事業

 電子部材事業

 環境・ﾘｻｲｸﾙ事業

 その他事業

       当第１四半期連結累計期間 (自 平成20年4月1日   至 平成20年6月30日)

     　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略

   　 しております。

【海外売上高】

       当第１四半期連結累計期間 (自 平成20年4月1日   至 平成20年6月30日)

    　 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

（６） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　　　該当事項はありません。

【所在地別セグメント情報】

151 3

主要製品等

 亜鉛製品、鉛製品、電気銀、硫酸等

 電子部品、電解鉄、プレーティング、機器部品等

 酸化亜鉛、廃棄物処理再生等

 防音建材、土木・建築・プラントエンジニアリング、運輸、環境分析等

－             41 1,582 1,778 ( 1,778)
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「参考資料」

前四半期に係る財務諸表等

（1）　（要約）四半期連結損益計算書

前年同四半期

平成20年3月期
第１四半期

金額 （百万円）

38,257                   

30,690                   

7,567                    

1,541                    

6,025                    

426                      

252                      

77                        

96                        

618                      

152                      

466                      

5,834                    

3                          

2                          

0                          

98                        

98                        

5,739                    

1,738                    

552                      

3,447                    

Ⅰ　売上高

Ⅱ　売上原価

　　　売上総利益

　　　営業利益

　　２．持分法による投資利益

Ⅲ　販売費及び一般管理費

　　２．その他

Ⅶ　特別損失

　　１．固定資産除却損

Ⅳ　営業外収益

　　１．受取利息及び受取配当金

　　３．その他

Ⅴ　営業外費用

　　　法人税、住民税及び事業税

　　　法人税等調整額

　　　四半期純利益

　　１．支払利息

　　２．その他

　　　経常利益

　　　税金等調整前四半期純利益

Ⅵ　特別利益

　　１．固定資産売却益

期　別

科　目
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